




















































































































本研究は理化学研究所の線形垂イオン加速器RILAC (mken heavy ion Liner ACcelerator)と気体充填
型反跳分離装置GARIS (GAs-filled Recoil Ion Separator)を用いて行われたo
Hs同位体の合成は2種類のFe同位体を入射ビーム､ 3種類のPb同位体を標的とした5種類の冷核融
合反応で行った｡各反応系における標的中心での重心系エネルギーEcMと反応断面積C,はそれぞれ､ 2O"pb
(5RFe,n)265Hs反応はEg㌫ -22015 MeVでmax-51+三; pb (反応断面積が最大になる条件)､ 208pb(58Fe,2n)264Hs反



















α線エネルギーと強度は10.82±0.02MeV(25%)､ 10155±0･03 MeV(50%)､ 10137±0･03 MeV(25%)､半減
-111-
期o.60三::詔msである｡
観測されたa線から求めたQaは､ 263Hsが10･99MeV､ 2"Hsが10･88M付､ 265Hsが10･71 MeVであったo
この値は､核質量を予想したいくつかの理論値との良い一致を示しているo
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であり､世界の第-線の性能を備えている｡実験の結果として､ 263Hs､ 264Hs､ 265Hsの同位体の測定に成
功している｡
264Hs､ 265Hsは既知核として報告されているが､これまでの実験では､共に数イベントという希少デー
タであった｡本実験ではそれらの収量を一桁上げ､アルファ崩壊の精密な測定に成功し､新たなアイソマ-
の存在も予言している｡ 108番元素で初めてのアルファ崩壊核分光に成功したいえる｡更に､ 263Hsの測定
成功は初めての成果であり､新同位元素の発見という成功をもたらしている｡
本論文では､これらのデータを元に結合チャンネル法などによる生成断面積の評価を行い､重核生成実
験の際､最も大事なデータとなる､励起関数について考察を行っている｡この領域での励起関数の評価は､
より重い原子核を目指す生成実験で入射エネルギ-の決定という問題に大きな貢献をしているといえる｡
これまで述べたように､本研究は重元素生成という分野で､今後の垂元素生成に向けた研究に貴重なデー
タをあたえている｡｡
超重元素実験は希少断面積のもとでの数週間にわたる長期実験を強いられる｡この間､実験装置の安定
性､信頼性を保つためには､ビーム､ターゲット､分析磁石､測定系､解析計算機システムなど､すべて
の部分で第一級の性能を持ち､且つ､維持する必要がある｡佐藤氏の今回の研究過程とその結果は､それ
らの要求をすべて満たし､且つ､重元素領域でのアルファ核分光での精密な解析をとおして､原子核構造
に大きな知見を与えている｡
以上の結果は､論文提出者である佐藤望氏が､自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識
を有することを示している｡したがって,佐藤望氏提出の博士論文は,博士(理学)の学位論文として合
格と認める｡
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